
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

  

  

 

                              

 

  

 

 

 

 

 

                                        

大新だより 
１日（土）子どもセンター（よさこい） 

３日（月）登校指導・安全点検・セーフティネットの日 

５日（水）チャレンジ大新・４年研究授業（５限） 

８日（土）子どもセンター（よさこい） 

１２日（水）なかよし集会・委員会 

１３日（木）学校保健安全委員会（１３：４０～） 

１６日（日）大新まつり（予備日１７日） 

１７日（月）海の日 

１８日（火）３年生保護者登校指導 

１９日（水）赤十字公園掃除・給食終了 

２０日（木）一学期終業式 １２：００下校 

２１日（金）ラジオ体操開始（～３０日） 

個人懇談会（午前） 

２３日（日）東の宮夏祭り 

２４日（月）個人懇談会（午後） 

２５日（月）夏休みプール指導開始（～８月３日） 

 

 

 

８月 １日（火）登校日 全学年プール指導 

下校１２：００ 

７日（月）市水泳競技大会 

  ２１日（月）登校日 下校１０：３０ 

 

９月  １日（金）登校指導  安全点検  

セーフティネットの日 

二学期始業式 下校１２：００ 

   ４日（月）夏休み作品展 

 ６日（水）委員会 

   ９日（土）子どもセンター（バスケットピンポン） 

  １５日（金）１年生保護者登校指導 

  ２１・２２日（木・金）５年森林教室（高野山） 

  ２６日（火）学習参観・懇談会（人権） 

７月の行事予定 
 

８・９月の主な行事予定 

 

 

平成 29（2017）年７月 3 日     

和歌山市立大新小学校 

プール掃除、プール開き 

 

歯科衛生士の神屋敷さんが、今年度も全

学年にブラッシング指導をしてくださいま

した。本年度の「よい歯の学校賞」は、こ

の「ブラッシング指導の積み重ね」と「子

どもたちの歯を大切にしよう」という気持

ちのあらわれだと思います。これからも、

毎日、丁寧に歯を磨いてくださいね。６年

生は、６年間のブラッシング指導のまとめ

として、全国歯みがき大会に参加しました。 

 

歯をたいせつにしよう！ 

大新教育のよさと伝統 

教頭 米澤 稚子 

今から２４年前、平成５年４月。新規採用教員として教師生活のスタートを切ったのが、この

大新小学校でした。今年の３月末、引き継ぎの時に前任の村上教頭先生から一番最初に言われた

言葉が、『体育館ができ、新校舎も完成し、先生が勤めた頃の大新小学校とは、随分変わったと

思うよ。』でした。新校舎に案内されたとき、『講堂をリフォームしたのですか？』と、思わずき

いてしまうほど、私の記憶の中にある大新小学校と変わりありませんでした。初めて入る体育館

も、初めてとは思えない懐かしさを感じました。入口から舞台を見るとそこには、講堂の舞台前

の階段がそのままの形で残っていました。給食室前から運動場を眺めると、「愛のふるさと」の

時計台が、昔のまま、時を刻んでいました。２４年前、座ったことのなかった教頭席からの職員

室の見晴らしは、何一つ変わることなく、２４年前と同じ姿でした。 

 始業式の日、満開の桜。新校舎２階の教室の窓から見える桜道の桜は、 

『こんなに桜って、きれいだったんだ。』と、うっとりするほど素敵な眺めでした。 

窓枠で切り取られた桜は、まるで写真を飾ったかのようでした。そして、子どもたち 

との出会い。２４年前の「大新っ子」そのままに、「かわいらしい子どもたち」でした。 

元気な「あいさつ」。「おはようございます」だけでなく、ふとしたところで「ありがとうござ

います。」と、子どもたちが、「あいさつ」をしてくれます。教室の鍵を両手で受け取るとき、一

緒に掃除をしているとき、私のふとした言葉かけに、何気ない瞬間に、子どもたちからの予期せ

ぬ「ありがとうございます」の言葉に、心地よさを感じ、自然と「笑み」が、こぼれます。 

 朝のなかよしマラソンは、２４年前「はだしマラソン」の名で呼ばれていました。その名の通

り、子どもたちは、はだしで運動場を走っていました。たてわりの「なかよし活動」は、「２４

年の間に活動の種類も増え、内容も充実している」と感じます。「なかよし活動」は、「高学年は、

リーダーとしての役割」を、「低学年は、リーダーのいうことを理解して、協力すること」を「学

ぶ場」となっています。「なかよし活動の場」は、子どもたち「ひとりひとりの能力を引き出す

場」、「ひとりひとりを認め、ともに高めあっていく集団づくりの場」であり、「自分の居場所を

再確認する場」でもあります。これは、これからの教育が目指す「協働」という考え方です。集

団において、それぞれの役割を果たしながら、自分のもてる力を発揮し、自己実現をしていく。   

個人の能力を引き出し、集団内でその能力をいかすことは、ひとりひとりの成長がそのまま、集

団の成長となります。これは、子どもたちの能力を最大限に引き出すことのできる学校、「力の

ある学校（エンパワーメントスクール）」そのものです。 

 「     「大新小学校のよさと伝統」を守りつつ、さらに、子どもたちの力を引き出せる 

「力のある学校（エンパワーメントスクール）」をめざして、校長のリーダーシップの 

もと、教頭として、全教職員とともに取り組めることを心からうれしく思っています。 

６月１４日、５・６年生が、一生懸命プ

ール掃除をしてくれました。その日のお

昼、校内放送で校長先生が、１～４年生の

児童に対し、「５・６年生にプール掃除の

お礼を言いましょう。」と呼びかけました。

すると、「ありがとうございました！！」

の声が学校中に「こだま」しました。ほの

ぼのとした「プール」の幕開けでした。 

 

不審者対応待機訓練 

 ６月１４日（水）、東警察署の方にご協力

いただき、不審者対応待機訓練をしました。

子どもたちは静かに、教室で待機すること

ができました。これからも、「命を守る」取

り組みを続けていきたいと思います。 

 


